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「編集室より」：

「SMILE&SMILE」スマイル・アンド・スマイル再発行について、グループの歴史、現場、新企画、

新展開などを毎月取材することで、客観的な視点を取り入れながら、グループ全体の連携を高めま
す。また、過去の出来事や新しいスタッフのご意見、他ブランド・ジャンルの仕事の中にある「次

への一歩」につながるヒントを探ります。グループ全体を「人・現場に会いに行く」ことで、興味

や意欲につながるものへと結びつける役割を果たします。タウン誌や情報誌感覚で気軽に楽しめる

スタンスを目指します。
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明けましておめでとうございます。皆様におかれましては健
やかなお正月を迎えられたことかと思います。

1月1日夕方に令和６年能登半島地震が起こり、1月2日には羽田
空港で航空機同士の衝突事故が起こりました。これらの災害に
関して、残念ながら命を落とされた方もおり、心よりご冥福を
お祈りするとともに被害に遭われました方々の一日も早い復興
を願うものであります。

1年前は、まだまだコロナの影響が大きい状況でした。それが、
2023年3月には、マスク着用が個人判断に委ねられるようにな
り、同年5月には２類から５類へ移行となりました。それから、
どんどん世の中の動きが変わり始めました。

会社グループの業績も、2023年のゴールデンウィーク以降回復
基調になりました。レストラン事業においても関西空港の店舗
等を中心に非常に大きな売上をあげ、いい年末を迎えることが
できました。

様々なことが起こる中で、企業がいかに残っていけるか、戦略
会議において、来期の経営方針をどうするか話をしました。

2025年3月期の事業方針、まず1点目は「中期経営計画の必達」
です。昨年11月に公表した中期経営計画を必達しようというの
が１点目です。

2点目は、「グループの企業価値向上のためのHD機能を高め
る」。グルメ杵屋もホールディングスという形で、機能をどう
高めていくか、このことをさらに進めていきたい、と思います。
大切なのは我々のマインドを変えていくことです。

3点目は「風通しの良い企業風土・企業文化の醸成とプロ人材
の投入・登用を行う」であります。企業が生き残る術はやはり
人材であると認識をしています。人材の育成と登用、ここに新
しい年度は力を入れていきたい、と思います。

2023年たくさんの新たな方々にご入社をいただきました。そう
した方々、そして今までいた方々の力を吸収してさらに人的な
ベースアップをしていきたいと思います。

3

株式会社グルメ杵屋

代表執行役社長

株式会社グルメ杵屋レストラン

代表取締役社長

椋本 充士

2024
年頭所感
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そして4点目に、「日本語学校事業を核とした人材事業を展開
する」をあげました。これは一昨年10月から始まりました日
本語学校、この日本語学校を核としていわゆる人材事業を展
開していく、というものです。

もともと日本語学校の開校は、これから日本の社会の少子化
がどんどん進んでる中で、いろいろな事業において人手不足
が本格的な問題になってくる、このような社会の変化が訪れ
る中で、外国の方にこの部分を補っていただく必要があるの
ではなかろうか、という発想からでした。決して安い労働力
という位置づけにはせず、日本に来て活躍していただけるた
めに我々はどういうことができるのだろう、というものです。

また、グループビジョン「おもてなしで付加価値の創造を紡
ぐ」の、この「おもてなし」というのはどういうことか、全
グループ従業員の皆さんにわかりやすくお伝えするにはどう
したらいいか、と考えております。

グルメ杵屋におけるおもてなし、というのは、あくまでもお
もてなしをする側「我々」とおもてなしを受ける側「お客
様」が対等の立場であるというところからスタートしていま
す。お客様を思う気持ちの表現の仕方の中に非常に意義深い
ものがあるなと考えています。

まず対等である、対等であるがゆえに我々はお客様に選んで
もらわなければならない。そして選んでもらえるためにどう
しなければいけないか、ということの自問自答を繰り返すこ
とが非常に大切です。

お互いがお互いを尊重し合うということから、このおもてな
しということが始まり、このお互いがお互いを尊重し合うか
らこそ和というものが生まれます。これが、我々が目指して
いきたいおもてなしの世界であります。その形をいかにつく
り上げて紡いでいくか、が我々のビジョンです。そうなりた
い、我々はそういう会社にしていきたいという思いでこの新
しい年度に向かっていきたいと思います。

4つの方針に則った4月からの事業方針ですが、1月からこの方
針に則った形で進めていければと思います。また皆さんの中
でいろいろと議論を深めていただければいいかと思います。

2024年、我々にとっていい年にするために、我々はその努力
をしていかなければいけないと思います。世の中いいことも
悪いことも何が起こるかわからない、でもやっぱり必要なの
は人材とその人を生かす組織、これが非常に大切だと思いま
す。今年皆さんと力を合わせていい年にしていきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いします。
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12月30日、31日年越し販売

★写真 ① そじ坊川崎アゼリア店
② そじ坊京阪モール店
③ そじ坊茅ヶ崎ラスカ店

年越し販売を頑張っていただいた皆様へ

年末は31日の夜まで頑張って売上を上げていただきありがとうございま
す。コロナの３年間は、年越しそばが思うように販売できませんでした
が、2023年、ようやく本格的な年越しそばの販売ができるようになりま
した。

大晦日の寒い中、最後まで販売を頑張っていただいた従業員の皆様には、
心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

①

③② 5



年始早々頑張っていただいた皆様へ

また、お正月も１日から営業に携わっていただいた皆様にも心より感謝申し上げます。
2024年が明けたわけですが、お正月からご尽力いただきましたこと心より感謝申し上げます。
また、１月１日からは、うどん業態では「年明けうどん」という季節の販売も始まりました。
お客様に喜んでいただけるようにみんなで頑張っていければと思います。
今年もよろしくお願いいたします。
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店舗

■店舗名：杵屋 京都ポルタ店
                       京都市下京区烏丸通塩小路町902京都ポルタ地下街B１F
■店長：小林佳史

★写真①：高橋さん、小谷さん（左から）
②：吉田さん
③：吉田さん、高橋さん、山崎さん、脇坂さん、木村さん、

小谷さん、椋本さん、小林さん（左から）

2024年店舗の皆様へ

皆さん、新年あけましておめでとうございます。

新しい年を迎えるにあたり、グループビジョン『おもてなしで付加
価値の創造を紡ぐ』について、もっと従業員の皆さんに伝わりやす
いツールを作成し、お届けしたいと考えております。今しばらくお
待ちください。

「おもてなし」という言葉は、東京オリンピック招致のときに、世
の中に広まり、世界中から注目が集まったわけですが、我々グルメ
杵屋グループにおける「おもてなし」とは、我々（おもてなしをす
る側）とお客様（おもてなしを受ける側）が、『対等の立場』であ
る、これがスタートです。今年は、この『おもてなしで付加価値の
創造を紡ぐ』、どういった店舗を作っていきたいか、という想いを
皆様と共有し、更にその元で、我々の会社が発展していきますよう、
皆様と力を合わせて頑張っていきたいと思います。

よろしくお願いいたします。

① ②

③
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■店舗名：おらが蕎麦 京都AVANTI店
京都府京都市南区東九条西山王町31 KYOTO AVANTI B1F

■店長：松田 翔馬

★写真①：崎谷さん、カナルキショル（GK日本語学校 ネパール出身）
（左から）

②：大畑さん、中村さん、佐藤さん（左から）
③：佐藤さん、千原さん、長山さん、久保田さん、山緑さん、

椋本さん、谷崎さん、松田さん（左から）

「こんにちは、椋本です！」
―店を巡る

①

②

③ 8

現場の皆さん、こんにちは、椋本です！

グループ報の復刊にあたり、従業員一人一人と向き合いたいという思い
から、12月より、店舗巡回の際に従業員の皆さんとコミュニケーション
の時間をできる限り増やすことにしました。現場で頑張っていただいてい
る従業員の皆様と直接コミュニケーションを取ることで、スムーズな業務
に繋がれば、と思っております。気軽に、そして気さくに普段の業務中に
気づいた現場の出来事をお話しください。それが店舗、レストラン事業、
ひいてはグルメ杵屋グループの発展につながるものと信じています。今後
もできるだけ多くのお店を訪ね、その様子をレポートしていきたいと考え
ています。



株式会社エイエイエスケータリング

代表取締役社長 樋口 治信

皆様 新年あけましておめでとうございます。

今日ここに、従業員の皆様と新年を迎え、共に挨拶が出来ますことをたいへん嬉しく思います。そして年末年始の機内食オペレーション
については、全社的協力体制にて対応していただき、大きな問題も発生せず経過しましたこと、重ねて感謝申し上げます。

第4四半期での頑張り・踏ん張りが重要になりますので、単月黒字化の実現に向けて各部署が結果達成に執着し努力していただくようによ
ろしくお願いします。

また、我々が提供する商品・サービスについては、グループビジョン並びにカンパニービジョンを念頭に、毎日の自分の仕事をどのよう
にすれば、おもてなしと付加価値の創造に結びつくのかを考えて、進化させていただきたいと思います。

現在の状況からは、少しずつ着実にステップアップを積み重ねて、明日に向けて楽しく、元気で、明るく笑顔をもって、果敢に目標に挑
み、目標を達成しようではありませんか。当社並びに関係する全ての会社の全従業員とご家族皆様のご健勝、ご多幸を祈念し、新年のご
挨拶とさせていただきます。

★写真①：12月10日
タイ国際航空(TG）向けのMenu Presentation

②：全員の集合写真

① ②

9



★写真①：AWFの実習生
②：新年十日えびす参拝

株式会社アサヒウェルネスフーズ
代表取締役社長 藤田 良宏

1月1日午後４時10 分ごろ能登地方を震源とする大規模地震により犠牲となられた方々に心よりお悔やみ申し上げるとともに、被災された
方々に心よりお見舞い申し上げます。被災地域の皆様の安全確保、そして一日も早い復旧・復興を衷心よりお祈り申し上げます。

改めまして、2024年の年頭にあたり、新年のご挨拶を申し上げます。昨年の社会情勢はウクライナや中東情勢の緊迫した問題が増大する
一年となりました。 また、国内では円安による物価高が我々の消費生活に大きな影響を与えてきました。 そのような状況の下、我社を取
り巻く周辺環境はアフターコロナによって帰省や海外旅行等が活発になったことで「おせち料理」の市場が縮小しました。

一方、冷凍弁当は消費者の健康志向の高まりと食シーンの変化の影響から、新規の取引先からの受注が大幅に増加しました。本年も、引
き続き激しい経済環境変化の中にありますが、当社ビジョンである

1.お客様の付加価値を創造する
2.経済的価値を創造しながら社会的ニーズに対応することで、社会価値を創造する
3.自社の付加価値を創造する
「お客様・社会・自社の付加価値の創造を紡ぐ」を見据え、従業員の総力を結集し、成長機会を捉え、飛躍の一年にしてまいります。

本年もどうぞよろしくお願い致します。

①

②
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アサヒウェルネスフーズ 年末年始

★写真：①②③

昨年の12月28日 会社の食堂で納会を行いました。
ミャンマー、フィルピン、ベトナムからの実習生たちが母国料理
を振る舞っていただきました。

一年お疲れ様でした！

① ② ③
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日本食糧卸株式会社

代表取締役社長 冨永 勝弘

2024年は、当社にとって正念場の年となります。昨年は、いかに黒字を計上するかを最大の目標とし、そのための自分自身と会社が変革
する年として位置付けを行い利益確保を達成しています。

今年は、コロナ禍の影響等で炊飯事業の顧客が減少する中、生き残りをかけていかに当社の製造全体を変革させ、利益確保を図るのかを
問われる年でもあります。

今後の経済の見通しは基本的に回復基調ですが、物価上昇や運賃（配送費）の高騰が予測されるなか増収増益を達成するための行動を起
こす正念場の年です。

このような会社の状況の中、2024年度の経営方針は、「会社存続のため、安定経営に向け更なる行動を起こす」と制定し、経営目標は
「本来の主幹業務製造部門での利益を確保するための行動を起こす」「新たなシステム、機器を導入し徹底したコスト管理と効率化を行
う」「米の仕入強化を行い安定供給に取り組む」「グループ会社の仕入れを当社にて行う仕組みを構築する」としました。

品質第一主義とし、シナジー効果を高め、仕入強化・外販強化を行うとともに、新規事業の展開のため、意識改革をおこって目標達成に
注力しましょう。

①

★写真①：先日の経営会議
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水間鉄道株式会社

代表取締役社長 藤本昌信

新年おめでとうございます。

水間寺では、吉川壽一書家による「龍」の文字が運気を呼び込んでくれています。辰年は、飛翔の年であり、我々も、元気に前向きにこ
の一年を過ごしてゆきたいと思います。

さて、本年4月17日は、当社設立100年を迎えます。多くの方々に支えられた100年を礎に、我々は次の100年に向かって何をすべきかを真
摯に考え実行してゆく責務があります。

グルメ杵屋グループビジョン「おもてなしで付加価値の創造を紡ぐ」は、お客様との相互リスペクトを希求する崇高な、また極めて日本
的な文化と、企業の発展を共存させるものです。我々がお客様にしっかり感謝の念を抱き、頭と体をフル回転してゆけば、お客様も我々
に敬意と感謝の念をもって下さることになります。次の100年に向かってまず、我々が取組むべき姿勢であります。

もうひとつ、次の100年に向かって取組むべきは、鉄道・バスの存続の為には、乗客数を増加させてゆくことが、唯一の戦略であると認識
し、あらゆるチャレンジを駆使し、貝塚市や水間周辺の人流拡大を図り続けることです。地元の方々や行政の役割だと考えず、貝塚市に
おける流動人口の拡大への取組みは、我々の役割だと考える必要があります。輸送密度（1キロ当たり1日乗降人員）が、4,000人未満の地
方鉄道は、バス転換が叫ばれる昨今、我々の輸送密度は900人を下廻っています。それでも、昨年3月には、債務超過を脱却し、将来ビ
ジョンが組める状況にあるのは、従事する皆さんのパワーが源泉であると思っています。

辰の年、チャレンジを更に強化し、成果につなげ、個々の皆さんにとっても明るい年にしてゆきましょう。

①

★写真①：水間寺に飾った
吉川壽一書家による「龍」
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水間鉄道 年末年始

★写真①：2024年1月2日昼 水間寺 千本搗き（せんぼんづき）
水間鉄道の沿線主要施設である水間寺の正月行事の様子

②、③：2023年12月31日夜～深夜 水間寺
水間鉄道の沿線主要施設である水間寺の初詣の様子

④：2023年12月31日夜～深夜 水間鉄道水間観音駅前
初詣のお客様を対応するグルメ杵屋キッチンカー

⑤：2024年1月2日日中 水間鉄道水間観音駅前
初詣のお客様対応として井坂酒造場の協力による振る舞い酒

①

② ⑤④③
② ⑤④③
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★写真①：合併後の新しいロゴ
②：ゆきむら壱番亭は年末年始の12/28～1/7まで日頃のご愛顧大感謝祭を行い、

ゆきむら壱番亭の福袋を販売しました。

株式会社ゆきむら壱番亭
代表取締役社長 稲本 和彦

「既存店の再生」と「新しいビジネスモデルへの取り組み」で期待を超える価値を提供する

加盟店オーナー様並びに従業員の皆様、ゆきむら壱番亭の従業員の皆様、平素より格別のご支援、並びにご協力を賜り誠にありがとうご
ざいます。心より御礼申し上げます。

昨年、経済活動の正常化を背景に人流及びインバウンド需要も増加し、景気は緩やかに回復しはじめました。しかしながら、ウクライナ
情勢の長期化等によるエネルギーや原材料価格など物価の上昇に加え、世界的な金融引き締め等による海外景気の下振れリスク等もあり、
先行きは依然不透明な状況となっております。

また、１月１日、令和6年能登半島地震の発生、2日には海上保安庁機とJAL旅客機との衝突事故で未曾有の正月となっています。 外食産
業におきましては、継続する原材料、光熱費等々様々なコストの上昇、さらに人手不足による人件費増等、引き続き厳しい経営環境が継
続しております。このような状況の中、一丸となって事業収益のV字回復を果たすため、戦略構築と実行を徹底し、企業風土の変革を希求
してまいります。その中で、直営店におきましては「既存店の再生」として、地域の皆様に愛され続け、従業員の働く環境を改善できる
ようなリニューアルを実施します。また、昨年度は、ラーメン新業態として塩ラーメンを中心とした「一力」をオープン致しました。今
後は、核となる業態として育て上げていきます。

「新しいビジネスモデルへの取り組み」としては、弊社のセントラルキッチンを最大限に活用し、更なるPB商材の内製化、BtoBビジネス
の拡大強化等、明確な目標を設定し、商材の付加価値の提供と収益確保の仕組みづくりを目指します。

我々を取り巻く環境は、年々厳しくなっていることは事実ですが、今期の経営ビジョンである
「一人ひとりがゆきむら壱番亭を代表し、期待を超える価値を提供する」をいかに目指し、
どのように表現するかで売上は大きく変わると確信しています。

皆さんと共に「期待を超える価値を提供」し続け、「新しいビジネスへの取り組み」に挑戦する
ことが会社の発展に繋がると確信しています。皆様、ご協力よろしくお願いいたします。

①

②
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2024年1月9日 11:00‐12:30

大阪木津卸売市場で献鯛式が行われました。
今年で39回目を迎える「木津市場の献鯛式」毎年1
月9日、木津市場から“えべっさん”で有名な今宮戎神
社へ大鯛の奉納行列が行われます。これは江戸時代
の古くから今宮戎の宵宮に、ざこば魚市場が戎様に
ゆかりの深い大鯛（雌雄一対）を今宮戎神社に奉納
して、大漁と商売繁盛を祈願するのが吉例となって
いました。

木津市場
2024献鯛式

★写真①：鯛を選ぶ福娘
②：ご来賓の皆様
③：大阪中華学校より獅子舞
④：日本一ちんどん屋さん

①

② ③ ④
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献鯛行列
明治から昭和前期にかけては最も盛大に飾った献鯛行列が繰り広
げられておりました。今はざこばの流れを継承する大阪木津市場
が、300年来の由緒ある古式にのっとり、木津市場から今宮戎神
社まで飾り鯛を先頭に街を練り歩きます。また翌朝1月10日の早
朝7:00には今宮戎神社境内で、大鯛のセリが行われました。 ④

⑤

③

②

①

⑥

★写真
①②③：献鯛行列

④：戎に捧げた鯛
⑤：献鯛式
⑥：大鯛せり
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★写真②：2023年12月11日日本語学校2023年10月期
生が新たに22名入学し本社三階大会議室にて入学式
を行い合計86名の在籍となりました。社長がグルメ
杵屋としての応援メッセージを寄せました。「皆さ
んが日本で安心して学習するために、グルメ杵屋は
生活、経済、仕事、また将来の進路まで全面的にサ
ポートをします」

ＧＫ日本語学校

★写真③：2023年12月12日～24日にかけて本社1階研
修センターにて、うどん打ち体験、料理コンテスト
を行いました。

★写真①：
2023年10月期生新生代表

② ③
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GK日本語学校
学・遊・楽

19

★写真①②：2023年12月15日GK日本語学校
の学生たち76名が京都の茶道教室
「MAIKOYA」を訪れ、非日常の空間で美し
い水音を聞き、心を落ち着けて、本格的な
茶道体験をしました。
当日は曇りの中、学生たちお好きな着物を
選び、髪飾りや小物も衣装に合わせて、ヘ
アセットも整え、午前と午後２グループに
分けて、美しい茶室で経験豊富な亭主の丁
寧な教えの中、日本の伝統的な茶道と和菓
子を楽しみました。体験終了後には日本式
な庭園で撮影会も行い、貴重な経験を満喫
しました.

★写真③：2023年12月21日 本社3階大会議室で日本語
スピーチコンテストを行いました。18名の学生が参加
し、1期生、ネパール出身のカドカ・ギタさんが優勝し
ました。スピーチのテーマが「大変だったこと」。日
本に来てから学校の勉強やアルバイトで大変だったこ
と、その中で頑張ったこと、「最初分からないのに、
「はい、分かりました」と言ってしまい、先生やアル
バイト先で叱られたこと。また、周りの人に追い付こ
うと思い失敗してしまったこともあった。しかし、母
親にあきらめないで頑張ることが大切だと言われたこ
とを思い出して、気持ちを立て直して頑張ってきた」
と心境を語りました。

①

②

③
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「グルメ杵屋うどん打ち教室」
―食育活動を通じて地域社会に貢献、お子様から大人まで
グルメ杵屋のファンを広げてゆく

★写真①講師の宮尾さん
②講師の山川さん
③講師の大西さん
④天野さん（水間鉄道）
⑤交流会の様子

1月13日 本社にて大阪観光大学の学
生たちと交流会を実施、グルメ杵屋企
業紹介、うどん打ち体験、観光大学留
学生のプレゼン、水間鉄道の紹介、GK
日本語学校の紹介、計4時間の交流会
を実施。

20

昨年の7月から大阪府を中心に月2回のペースで
子ども向けのうどん打ち教室を本格的に展開。
門真市、大阪市、堺市、和泉市、高槻市、貝塚
市で実施済。
そして今年、更に大学とのコラボに力を入れ、
大学生との交流を通じて、若年層のファンを獲
得し、グルメ杵屋グループ全体の魅力を発信し
ていきます。

①

② ③ ⑤④



関西国際空港

国際線出発エリアにて

『Cafe&Bar和 SAKURA』

GKR 新店舗紹介

2023年12月5日に関西国際空港第１ターミナル２F 国際線出発エ
リアにてオープン。日本の玄関口である関西国際空港の広々とし
た国際線の出発ロビーで、発着陸する各国の飛行機の景色を眺め、
楽しみながら、国産ウイスキーやクラフトジンなど美味しいお酒
を味わえます。

★写真：店長 橋詰さん
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